
事業区分 都道府県名 市区町村名 会計名

病院事業 青森県 北部上北広域事業組合 病院事業会計

経営健全化計画を変更した公営企業会計の団体名・会計名及び各会計の計画の概要

○経営健全化計画を変更した公営企業会計の団体名・会計名一覧

　平成22年度決算に基づき、経営健全化計画を変更した公営企業会計の団体名・会計名及び
各会計の計画の概要は次のとおりです。

資料２



１　資金不足比率が経営健全化基準以上となった要因：変更前に同じ

○　医師不足及び人口減少による患者数の減少

○　経営意識や改革意識の不足、経営悪化に対する経営改革の遅れ

○　医業収益の減少に対し、人件費や委託費等の経費が固定化

２　計画期間：変更前に同じ

平成22年度から平成26年度まで5年間

３　経営の健全化の基本方針：以下のとおり変更（下線部）

○　地域の基幹的医療機関としてコンパクトで安定した医療機関を目指す

○　機構改革（地域医療連携室の設置、PR部署設置など）、トータルマネジメントの実施

○　ＩＣＴ化推進による医師確保

○　病棟再編成（休床病床の活用、介護療養型老人保健施設への転換等）

４　資金不足比率を経営健全化基準未満とするための方策：以下のとおり変更（下線部）

○　医療画像システム、オーダリングシステム、電子カルテの導入

○　一般健診、乳がんドック、肺がんドック、心臓ドックの推進

○　構成町村からの財政支援（総額1,050百万円の基準外繰入）

○　休床病床の活用、介護療養型老人保健施設への転換

○　リハビリテーション機能の充実

○　救急医療管理加算の適切な算定

○　委託業務・臨時職員配置の見直し、事務局の機構改革　等

５　４の方策に係る収入及び支出に関する計画：以下のとおり変更（下線部）

（単位：百万円）

６　各年度ごとの資金不足比率の見通し：以下のとおり変更（下線部）

（単位：％）

７　その他経営の健全化に必要な事項：以下のとおり変更（下線部）

○　医師確保のための医師の処遇見直し

○　経営改革進捗評価委員会の設置

○　在宅医療等の充実　等

26年度
決算

資金不足比率 23.1 37.1 44.5 34.4 24.7 14.0

21年度
決算

22年度
決算

23年度
決算

24年度
決算

25年度
決算

443

老人保健施設費用 47 107 107

経費 353 332 377 443 443

192

職員給与費 1,648 1,667 1,621 1,496 1,436 1,416

老人保健施設収益 47 192

1,987

他会計繰入金 301 506 602 750 652 646

料金収入 2,096 2,011 1,921 1,980 1,987

　青森県　北部上北広域事務組合　病院事業会計
経営健全化計画の変更の概要
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